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▲初日に行われたふれあいパーティー、参加者が自己紹介や自国の紹介をしました

１０
月
１
日（
土
）、２
日（
日
）の
２

日
間
に
わ
た
り
、
平
成
１７
年
度
み

や
ぎ
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

外
国
人
留
学
生
１１
人
を
招
待
し
て

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
も
ら
い
、ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
関
係
者
と
留

学
生
が
交
流
を
通
し
て
お
互
い
の

国
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と
い
う

も
の
。主
催
者
は
奥
松
島
国
際
交
流

サ
ー
ク
ル（
亀
谷
す
ず
ゑ
会
長
）で
、

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

初
日
、
松
ヶ
島
船
着
場
で
対
面

を
果
た
し
た
一
行
は
奥
松
島
の
嵯

峨
渓
遊
覧
を
満
喫
。
留
学
生
た
ち

は
一
様
に
嵯
峨
渓
の
渓
谷
美
と
海

の
美
し
さ
に
感
動
し
た
様
子
で
し

た
。夕

方
か
ら
は
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ

ィ
ー
を
実
施
。
地
図
を
使
っ
て
自

国
の
紹
介
を
し
た
り
、
留
学
生
の

出
身
国
の
流
行
を
質
問
し
た
り
と

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン

バ
ー
は
で
き
る
だ
け
英
語
を
使
っ

て
の
対
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
留
学

生
も
覚
え
た
日
本
語
を
一
生
懸
命

使
い
、
お
互
い
に
有
意
義
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
中
に
は
流り
ゅ
う

暢ち
ょ
う

な
日
本
語
を
話
す
学
生
も
い

て
、
日
本
文
化
へ
の
関
心
の
高
さ

が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

夜
に
は
各
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
家
々
に
分
か
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
行
い
、
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見

た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
留
学
生
の
自

国
の
紹
介
を
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、

さ
ら
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
お

互
い
の
国
の
文
化
の
話
に
花
が
咲

き
、
明
け
方
ま
で
話
し
込
ん
だ
家

庭
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

２
日
目
に
行
わ
れ
た
昼
食
･
懇

談
会
と
お
別
れ
会
ま
で
に
は
、
参

加
者
た
ち
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け
、

涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
再
会
を
約
束

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

9
回
目
の
異
文
化
交
流

家
族
の
よ
う
な
一
夜

鳴
瀬
地
区
で
は
、
9
年
前
か
ら
民
間
レ
ベ
ル
の
国
際
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
仙
台
で
暮
ら
す
十
数
名
の
留
学
生
な
ど
を
招
き
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て

お
互
い
の
国
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
先
日
行
わ
れ
た
交
流
の
様
子
と
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
へ
の
関
心
の
高
さ

伺
わ
れ
る
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平
成
９
年
、
野
蒜
公
民
館
国
際

交
流
講
座
を
受
講
し
た
人
た
ち
が

集
ま
り
、
来
日
す
る
外
国
の
方
々

が
年
々
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
今
日
、
そ
の
人
た
ち
の

た
め
に
何
か
自
分
た
ち
に
も
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
て
生
ま

れ
た
の
が
奥
松
島
国
際
交
流
サ
ー

ク
ル
で
す
。

現
在
、
会
員
は
１３
人
。
宮
城
県

国
際
交
流
協
会
や
市（
昨
年
ま
で

は
鳴
瀬
町
）の
助
成
を
受
け
な
が

ら
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
同
サ
ー
ク
ル
で
は

定
期
的
に
集
ま
り
、
外
国
の
方
を

招
い
て
そ
の
国
の
文
化
に
つ
い
て

の
勉
強
会
を
開
催
。
ま
た
、
留
学

生
に
日
本
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
自
ら
も
日
本
文
化
に
つ
い
て
学

ん
だ
り
、
外
国
の
方
を
招
い
て
の

料
理
教
室
や
お
茶
会
な
ど
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。

私
ど
も
の
サ
ー
ク
ル
は
、
現

在
、英
会
話
が
得
意
な
人
か
ら
少

し
し
か
で
き
な
い
け
れ
ど
も
外

国
に
興
味
が
あ
っ
た
り
、
人
々

と
の
触
れ
合
い
が
好
き
な
人
な

ど
１３
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
で
は
、
留
学
生
を

受
け
入
れ
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
よ
る
交
流
事
業
や
市
内
の
Ａ

奥奥
松松
島島
国国
際際
交交
流流
ササ
ーー
クク
ルル

会会
長長
にに
おお
話話
しし
をを
伺伺
いい
まま
しし
たた

Ｌ
Ｔ
の
方
々
を
招
い
て
の
勉
強

会
や
交
流
会
を
開
催
。
ま
た
、

県
警
の「
通
訳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
も
参
加
し
、
災
害
時
に
お
け

る
外
国
人
の
方
々
へ
の
お
手
伝

い
も
し
て
い
ま
す
。

外
国
の
方
々
と
の
交
流
は
、

参
加
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
異
国
の
文
化
や
風

習
に
つ
い
て
毎
回
新
し
い
発
見

が
あ
り
、と
て
も
楽
し
い
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
活
動
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

■
連
絡
先

会
長
亀
谷
す
ず
ゑ

1
８８
‐
３
６
１
４

外
国
の
方
々
を

受
け
入
れ
る
た
め
に

▲参加者や関係者などが集まり、盛大に開催

▲う～ん、おいしいね

▼私の国はここにあります

▲笑顔でカンパイ!!

▼質問タイム、母国の流行は何ですか？

亀谷すずゑさん（新東名北）

フラッシュバッ
ク 

※

※ＡＬＴ…外国語指導助手のこと
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▲ナイスショーット!!（マレットゴルフ）

▲見事なドリブルでディフェンスを突破
（バスケットボール）

合
併
後
初
と
な
る
今
回
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

市
内
６
つ
の
会
場
で
体
育
協
会
長

杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
若
鷹
旗
争
奪

少
年
野
球
大
会
、
市
民
オ
ー
プ
ン

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
や
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ
体
験
教
室
な
ど
９
つ
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
時
お
り
小
雨

が
降
り
、
肌
寒
さ
も
感
じ
る
あ
い

に
く
の
天
候
の
中
、
延
べ
１
、６

０
０
人
の
参
加
者
が
各
会
場
に
足

を
運
び
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し

ま
し
た
。

鷹
来
の
森
運
動
公
園
で
開
催
さ

れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
は
１４

チ
ー
ム
が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
を
行
い
、
優
勝
目
指
し
て
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。試
合
は
５０
分
、

５
イ
ニ
ン
グ
ス
の
勝
負
。
ど
の
試

合
も
激
し
い
点
の
取
り
合
い
と
な

る
中
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
レ
ー

の
連
続
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
盛

ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
奥
松
島
体
育
館（
バ
ウ
ン

ズ
８８
）で
は
体
育
協
会
長
杯
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会（
ビ
ニ
ー
ル
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
２３
チ
ー
ム
が
出
場
。
ど

の
チ
ー
ム
も
盛
ん
に
声
を
か
け
あ

い
、
つ
な
ご
う
と
す
る
意
識
が
前

面
に
出
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
中
に
は
硬
式
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

顔
負
け
の
ス
パ
イ
ク
を
打
つ
選
手

も
登
場
す
る
な
ど
各
チ
ー
ム
と
も

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
。

会
場
は
選
手
の
か
け
声
と
応
援
席

か
ら
の
歓
声
で
、
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

１０
月
１０
日（
月
）の「
体
育
の
日
」、
鷹
来
の
森
運
動
公
園
や
奥
松
島
運
動
公
園
な
ど

を
会
場
に
、
東
松
島
市
制
施
行
記
念
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
市
体
育
協
会

主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
　
を
満
喫
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
お
伝
え
し

ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

や
っ
ぱ
り
　
　
は
ス
ポ
ー
ツ 
や
っ
ぱ
り
　
　
は
ス
ポ
ー
ツ 

„
秋
“ 

„
秋
“ 

„
秋
“ 

6
会
場
に
1
6
0
0
人

熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦



５ 広報東松島 １１月号

▼グルングルン、上手でしょ～（キッズプレーコーナー）

▼痛いか～、スプレーしてガンバレ!!

激
し
い
点
取
り
合
戦（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

ア
タ
ー
ッ
ク
!!
ス
ー
パ
ー
ス
パ
イ
ク
炸
裂（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

イベント名 会　　　場 

裏　沢　分　館 亀 岡 ソ フ ト 南 区 西 分 館 小 分 木 分 館 

シ　ェ　イ　ク フ　レ　ー　ズ サ　ル　ビ　ア 

大塩野球クラブ 

矢本・東松島高 

Ｃ Ｒ Ａ Ｓ Ｈ  

菊　地　俊　夫 
（新　場） 

高　橋　俊　亮 
（作田浦） 

相　沢　妙　子 
（下浜一） 

赤井ビクトリー 小野小野球少年団 大曲ドリームズ 

石　巻　西　高 矢　本　二　中 鳴　瀬　二　中 

優　　　勝 準　優　勝 
順位または内容 

3　　　位 

体協会長杯 
　　　ソフトボール 

体協会長杯 
　　　バレーボール 

市民オープン 
　　マレットゴルフ 

若鷹旗争奪少年野球 

総合女子 
　バスケットボール 

スポーツチャンバラ 
教室 

剣 道 昇 級 審 査 会 

キッズプレー 
　　　　　コーナー 

格闘技エクササイズ 

空気の入った棒で打ち合う安全なニュースポーツ。思いっきり相手をたたいて、ストレ 
スを発散しました。 

市内のちびっ子が大集合！！芝生の上で飛んで、跳ねて、転がって。ニコニコ笑顔が弾 
けました。 

格闘技とフィットネスの動作とを組み合わせて生まれた、今注目のエクササイズです。 

鷹来の森運動公園 

奥松島運動公園 

鷹来の森運動公園 

東松島市民体育館 

矢本一中武道館 

奥松島運動公園 

矢本運動公園 
武道館 

奥松島体育館 
（バウンズ８８） 

健康増進センター 
「ゆぷと」 

凛と張り詰めた空気の中で、闘志溢れる市内の剣士がレベルアップを目指し、審査に臨 
みました。 

りん 

開催イベントと試合の結果一覧
（氏名は敬称略）
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～とってお
きの音楽祭 in 東まつしま～～とってお
きの音楽祭 in 東まつしま～～とってお
きの音楽祭 in 東まつしま～

▲美しいメロディーが会場いっぱいに広がりました

▲矢本東小の皆さんも熱唱

心心
かか
よよ
うう

みみ
んん
なな
のの
スス
テテ
ーー
ジジ

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
一
緒
の
ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
を
楽
し
み
、
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
を
目
指
す
　
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
東
ま
つ
し
ま
2
0
0
5

が
１０
月

9
日（
日
）、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

笑
顔
と
感
動
が
溢
れ
た
音
楽
祭
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
目
を
迎
え

た「
と
っ
て
お
き
の
音
楽
祭
in
東
ま

つ
し
ま
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
／

本
田
和
彦
委
員
長
）に
は
、
石
巻
地

方
を
は
じ
め
県
内
各
地
か
ら
音
楽

活
動
を
す
る
グ
ル
ー
プ
や
障
害
者

福
祉
施
設
の
方
々
な
ど
４３
団
体
、

約
５００
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
参
加
者
は
、
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
２
カ
所
、
ロ

ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本
敷
地
内
２
カ
所

の
合
計
４
ス
テ
ー
ジ
に
別
れ
、
吹

奏
楽
や
太
鼓
演
奏
、
合
唱
や
ロ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
や
ダ

ン
ス
を
披
露
。
会
場
全
体
に
心
地

よ
い
音
楽
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
参
加
者
が
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

お
互
い
の
個
性
を
高
め
あ
い
な
が

ら
感
動
の
ス
テ
ー
ジ
を
演
出
。
訪

れ
た
聴
衆
も
目
の
前
で
繰
り
広
げ

ら
れ
る
両
者
の
共
演
に
、
一
つ
の

演
奏
が
終
わ
る
ご
と
に
惜
し
み
な

い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
県
内
外
で
開

催
さ
れ
て
い
る
同
音
楽
祭
の
共
通

テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
オ
ハ
イ
エ
」を
全

員
で
合
唱
。
ま
た
、
夜
空
に
は
豪

快
な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
感

動
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

こ
の
日
会
場
に
訪
れ
た
聴
衆
は

約
２
、５
０
０
人
。
会
場
内
の
雰

囲
気
と
来
場
者
数
の
多
さ
に
、
関

係
者
の
顔
か
ら
は
一
様
に
笑
み
が

こ
ぼ
れ
、
来
年
に
む
け
て
の
手
ご

た
え
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

東
松
島
が

音
楽
に
包
ま
れ
た
日

感
動
の
ス
テ
ー
ジ
に

2
、5
0
0
人

▲歌、楽しいね

▲たくさんの聴衆が会場に訪れました
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▲鯛と鯉の共存？何度見ても不思議な光景です

対象者：市民
内　容：①市政の概要についての説明

②まちづくりに関する意見、要望、提案など
（フリートーク）

出席予定者：市長、助役、収入役、教育長、総務・財政・
企画調整課長など

■問 総務課広報広聴係　内線１２１８・１２１９

東松島市の課題や主な事業の内容を説明しご理解いただ
きながら、市民の皆さんとまちづくりに関する課題などに
ついて、直接意見の交換を行い、今後の住民と行政の協働
によるまちづくりを推進するための懇談会を開催します。
つきましては、下記の日程で各地区ごとに開催いたしま

すので、お誘い合わせの上、ご参加いただきますようお願
いします。

内　容：
●ナノバブル展示コーナー
（市健康増進センター｢ゆぷと｣１階　交流プラザ）
※展示物は鯛と鯉が共存するナノバブル水入り水槽４
基や紹介パネル、ナノバブルを活用した商品など

●ナノバブル体験水浴コーナー
（市健康増進センター｢ゆぷと｣２階　プール室）
※体験水浴はプール利用者に限ります

◎ナノバブルとは◎
ナノバブルとは、水に酸素をかき混ぜ泡をつくり、さら

に急速圧縮してできた１　の１万分の2の大きさに当たる
超微小気泡のこと。これが溶け込んだ状態の水をナノバブ
ル水といいます。

先ごろ閉幕した愛・地球博長久手日本館で紹介され、国
内外から注目を浴びた東松島発の｢ナノバブル」。この世
界初の技術を地元の皆さんにも紹介するために｢おかえり
なさいナノバブル展｣を開催します。
皆さん、ぜひ、ご来場ください。

日　時：１１月１１日（金）～１３日（日） ９：００～１７：００
場　所：市健康増進センター「ゆぷと」 １階・２階

１１月１２日（土）午後１時から市コミュニティセンター
を会場に、｢東松島市企業立地講演会｣を開催します。
これは無限の可能性を秘めた新技術である｢ナノバブ
ル｣の技術を県内外の企業に紹介する講演会です。
現在、１００人を定員に参加企業を募集しています。

問い合わせ 商工観光課　内線2121

愛・地球博地球博で世界で世界が注目 愛・地球博地球博で世界で世界が注目 愛・地球博で世界が注目 

「おかえりなさいナノバブル展」開催 「おかえりなさいナノバブル展」開催 

東松島市　　　　　　　　　を開催します 東松島市　　　　　　　　　を開催します 「まちづくり懇談会」 「まちづくり懇談会」 「まちづくり懇談会」 
～ テーマ　東松島市の「まちづくり」について ～ ～ テーマ　東松島市の「まちづくり」について ～ 

●開催日時、場所など● 

対 象 地 区 

大　塩　地　区 

赤　井　地　区 

小　野　地　区 

野蒜・宮戸地区 

大　曲　地　区 

矢 本 西 地 区 

矢 本 東 地 区 

開 催 日 時 

１１月 ７ 日（月） 

１１月１０日（木） 

１１月１７日（木） 

１１月１８日（金） 

１１月２４日（木） 

１１月２５日（金） 

１１月２８日（月） 

時　　間 

１９：００ ～ ２１：００ 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

場　　　　　　　所 

大塩公民館 

赤井公民館 

小野公民館 

野蒜公民館 

大曲地区コミュニティセンター 

矢本西公民館 

市コミュニティセンター 
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「City ViewCity View」では市のでは市のイベンベントや地域の話題を皆さんにお届けや地域の話題を皆さんにお届けします 「City View」では市のイベントや地域の話題を皆さんにお届けします 

9月27日(火)、大相撲の輝
てる

風
かぜ

修治(本名斎藤修治さん／尾
お

車
ぐるま

部屋)が帰郷し東松島市役所を表敬訪問しました。
市長と面会し、今年度の秋場所の結果を報告。2勝5敗

と惜しくもふるわなかったことを残念そうに話し、市長か
ら励ましの言葉を受けていました。この席で阿部市長は
「相撲の世界は結果が全ての厳しい世界。稽

けい

古
こ

も厳しく大
変なことも多いと思いますが、後悔のないよう精一杯頑張
ってください。」と激励。輝風も市長の話に耳を傾け真剣
に聞き入っていました。
身長181cm、体重140kgの恵まれた体格と持ち前の根

性で、これまで10年間を休むことなく土俵に立ち続け、
今年で11年目を迎える輝風。輝風は野蒜地区出身で、鳴
瀬第二中学校を卒業後、父親の友人を通じて尾車部屋を紹
介され、悩んだ末に入門。角界で頑張ることを決意し、尾
車部屋の門をたたきました。自分の相撲がとれなかったと
きが一番つらいと語る輝風。自分を追い詰め、稽古の虫と
なって頑張っているとのことです。
午後には、自分が昔通った保育所などを訪問。子どもた

ちから大歓声を受けて、一緒に相撲をとったり囲まれた子
どもたちを抱き上げたりしていました。
厳しい勝負の世界で生きる輝風。これからも上を目指し

て頑張ってほしいと思います。

郷郷土土力力士士　　輝輝風風がが帰帰郷郷

▲輝風さんと記念撮影、「ハイチーズ」

▲「たかいたか～い」、いい思い出になるね

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
挑
戦
、「
は
っ
け
よ
〜
い
」
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１０
月
2
日
に
定
川
ク
リ
ー
ン
作

戦(

東
松
島
市
定
川
清
流
化
推
進

協
議
会
主
催)

が
定
川
沿
線
な
ど

市
内
１３
カ
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
住
む
街
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
市
民
約
1
、1
0
0
人
が

参
加
。
川
沿
い
に
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
み
ん
な
で
拾
い
ま
し
た
。

きき
れれ
いい
なな
川川
でで
住住
みみ
よよ
いい
街街
をを

第
1
回
野
蒜
築
港
探
訪
と
親
子

ハ
ゼ
釣
り
大
会
が
１０
月
１０
日
、
野

蒜
新
町
地
区
の
東
名
運
河
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
２６
組
７０
人
の
親
子

連
れ
が
参
加
。
終
了
後
に
は
野
蒜

築
港
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
集
い

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

どど
れれ
だだ
けけ
釣釣
れれ
たた
かか
なな
？？

9
月
２２
日
、
交
通
安
全
パ
レ
ー

ド
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
の
交

通
安
全
運
動
事
業
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
交
通
安
全
協

会
や
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
が
参

加
。
小
野
小
鼓
笛
隊
の
先
導
で
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、
小

野
町
商
店
街
を
行
進
し
ま
し
た
。

交交
通通
事事
故故
をを
無無
くく
しし
まま
しし
ょょ
うう

▲学生時代は俳優になりたかったと、意外な話もしてくれました

▲夫婦そろって祝敬老、仲良く乾杯!!

親親ししきき仲仲ににはは　　礼礼儀儀ななしし？？

東松島市では今年、男性1,178人、女性2,237人の
合せて3,415人(平成17年9月19日現在)が、晴れて敬
老の日を迎えられました。今年の敬老会は、8月7日
(日)に開催された小分木区を皮切りに、本日までに66
会場で実施。それぞれ地元の分館や近隣の宿泊施設な
どを会場に、趣向を凝らした会が催されました。
このうち9月22日(木)には亀岡東･西･南区の合同に

よる敬老祝賀会が開催され、敬老招待者62人、関係者
など約31人が参加。歌あり踊りありの盛大な祝宴に、
会場は盛り上がりを見せました。
東松島市の敬老会事業については、矢本町鳴瀬町合

併協議会において検討された結果、新市において調整
すると決定。もともと敬老会は、矢本町では5会場、
鳴瀬町では各行政区に補助金を出して実施されていま
した。6月に開かれた定例議会において地域敬老事業
補助金交付要綱が制定され、各行政区単位などでの実
施が決定しています。

地地区区ごごととにに趣趣向向をを凝凝ららししたた敬敬老老会会

9月29日(木)、市コミュニティセンターを会場に、
五人講演会(同実行委員会主催)が開催されました。
今年4回目となった今回の講演会に講師としてお招

きしたのは、“コリア･レポート”編集長の辺
ぴょん

真
じん

一
いる

さん。
｢どうなる日本と北朝鮮～拉致と核問題の行方～｣と題
し、北朝鮮と日本との民族性の違いから拉致問題解決
の糸口にいたるまで講話いただきました。
民族性の違いについては、日本には｢親しき仲にも

礼儀あり｣という言葉がありますが、朝鮮人は｢親しき
仲には礼儀なし｣というように、親しくなるほど厚か
ましくなると指摘。その分、情に厚くその人が困った
ときには誠心誠意手助けをするということでした。
また、日朝問題については互いの過去を尊重し合い

ながら話を進めることが大事で、拉致問題も両国の関
係を正常化させなければならないと語ってくれました。
会場に詰め掛けた聴衆は220人。講師の真剣な中に

も笑いが混じる講話に、聞き入っていました。
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タ
ン
ク
が
揺
れ
て
も
損
傷
し
な
い

よ
う
な
構
造
で
す
か
？

③
万
一
の
流
出
に
備
え
て
、
防
油

堤
を
設
置
し
て
い
ま
す
か
？

十
分
な
注
意
と
防
災
意
識
で
！

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン

ク
に
移
し
替
え
て
い
る
最
中
に
目

を
離
し
た
り
、
移
し
替
え
た
後
に

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
閉
め

忘
れ
た
た
め
に
油
が
流
出
し
た
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

も
し
流
出
し
た
ら
即
連
絡
を
！

自
分
で
処
理
し
た
つ
も
り
で
も

地
面
に
染
み
込
ん
だ
油
が
、
後
か

ら
水
路
に
染
み
出
し
た
り
、
雨
が

降
っ
た
時
に
流
れ
出
た
り
し
ま
す
。

も
し
も
油
が
流
出
し
た
ら
、
速
や

か
に
消
防
署
ま
た
は
市
役
所
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

生活環境課から発信　Vol.７ 

環
境
衛
生
係
か
ら

油
類
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

家
庭
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
油
が
流
出
す

る
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
北
上

川
と
鳴
瀬
川
の
流
域
内
で
今
年
１

月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
に
、
７
件

の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
油
流
出

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

油
も
れ
対
策
は
万
全
で
す
か
！

家
庭
に
設
置
し
て
い
る
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
場
所
の
補

強
や
チ
ェ
ー
ン
な
ど
に
よ
る
転
倒

防
止
の
対
策
は
大
丈
夫
で
す
か
？

②
タ
ン
ク
と
配
管
の
結
合
部
分
は

側
溝
の
水
も
川
に
流
れ
ま
す
！

家
の
前
の
小
さ
な
細
い
側
溝
も

最
終
的
に
は
川
へ
流
れ
て
い
き
ま

す
。
川
の
水
は
、
水
道
用
水
や
工

業
用
水
、
農
業
用
水
に
使
わ
れ
て

い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
魚
類
や

多
様
な
生
物
の
生
息
の
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
に
も
、
十
分
な
注

意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
は
禁
止
で
す
！

ゴ
ミ
の
野
外
焼
却
は
禁
止
で
す

が
、
い
ま
だ
に
燃
や
し
て
い
る
現

場
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。灰
や
煙
、

く
さ
い
臭
い
で
近
隣
周
辺
に
多
大

な
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な

く
、
火
事
と
間
違
わ
れ
て
消
防
車

が
呼
ば
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
燃
や
さ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
場
合
は
、
基
準
を
満
た

し
て
い
る
焼
却
炉
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

「
紙
」の
分
別
始
め
ま
せ
ん
か
？

ゴ
ミ
の
減
量
を
進
め
る
上
で
忘

れ
て
は
い
け
な
い
の
が「
紙
」。

皆
さ
ん
は「
な
ん
と
な
く
」「
何

気
な
く
」「
良
く
考
え
ず
」に
紙
を

可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
て
い
る
事

に
気
付
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

紙
は
、
可
燃
ゴ
ミ
の
中
で
か
な

り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
で
、

紙
を
減
ら
せ
れ
ば
、
可
燃
ゴ
ミ
の

量
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
今
以
上
に
紙

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
新
聞
紙
を
資
源
と
し

て
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う

と
、
１

で
７
・
２
円（
１
ｔ
だ

と
７
、２
０
０
円
！
）の
収
入
に
な

り
ま
す
。
た
だ
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て

捨
て
る
と
処
分
に
お
金
が
か
か
る

も
の
で
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば

市
の
財
源
と
な
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
新
聞
紙
や
段
ボ

ー
ル
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭

で
き
ち
ん
と
資
源
と
し
て
排
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他（
牛
乳

パ
ッ
ク
や
封
筒
、
包
装
紙
な
ど
）に

つ
い
て
は
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
、
も
う
一

度
良
く
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

廃
棄
物
対
策
係
か
ら

ゴ
ミ
出
し
一
口
メ
モ

正
し
い
日
に
出
さ
れ
な
い
ゴ
ミ

や
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ミ
、
収

集
し
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
る
ゴ

ミ
な
ど
を
集
積
所
に
残
す
時
、
収

集
し
な
い
理
由
を
記
載
し
貼
っ
て

お
く
黄
色
い
ス
テ
ッ
カ
ー
。

こ
の「
収
集
で
き
ま
せ
ん
ス
テ

ッ
カ
ー
」が
貼
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ

は
、
時
間
が
経
過
し
た
ら
、
各
地

区
の
方
で
そ
れ
ぞ
れ
処
分
す
る
事

に
な
り
ま
す
。
自
分
の
地
区
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
ゴ
ミ
は
決

め
ら
れ
た
方
法
で
正
し
い
日
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
自
分
が
出
し
た
ゴ
ミ
に
ス

テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
残
さ
れ
て
い

た
時
は
、
一
度
持
ち
帰
り
処
分
方

法
を
確
認
し
、
正
し
い
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■問 矢本消防署　1８２‐２１４７
市役所生活環境課
1８２‐１１１１（内線２１６４）
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第10回ヤッくんカップ争奪
家庭バレーボール大会出場チーム募集

■日時 平成１７年１２月１１日（日） ８時３０分より開会式
■会場 東松島市民体育館
■種目 男子ビニールの部・女子ビニールの部

■参加資格 家庭バレーボールを愛好するスポーツクラブおよび分館
組織など

■参加料 １チーム ３,０００円　
登録チームは、２,０００円

※参加料は12月6日の監督会議の際に納入願います。
■申込方法 平成１７年１２月２日（金）１７時で締め切り　※ＦＡＸ可
■申込先
①鳴瀬庁舎２階体協事務局（スポーツ振興課）（ＦＡＸ８７‐３９５４）
②市民体育館　まで（ＦＡＸ８２‐１１７０）
■監督会議 平成１７年１２月６日（火）１９時より、東松島市民体育館２階

研修室で行います。
※参加料は監督会議の際に納入願います。
■競技規則 宮城県家庭バレーボール競技規則で行います。
■問 スポーツ振興課　内線２２４４ ＦＡＸ８７‐３９５４

東松島市青少年健全育成市民会議よりお知らせ
東松島市民会議・地区懇談会の開催

東松島市の青少年の健全育成を願い、各地区における青少年の実態
を把握し情報交換を行うとともに、青少年健全育成についての理解を
深めることを目的として実施します。
■日程・場所

■内容
①話題提供（４０分）
｢地域の力を生かした青少年の健全育成について｣
講師　石巻教育事務所　星　　圭

けい

先生 ｢矢本地区｣
佐藤　文夫先生 ｢鳴瀬地区｣

②話し合い｢グループ討議｣（５０分）
・地域の青少年育成の実態と情報交換
・地域の力でできること　　　　　など

■その他
※各地区の情報交換や問題にそった話し合いを持ちますので、ご意
見・ご提案をお願いします。
■問 生涯学習課　社会教育係　内線２２３２

第１回東松島市民文化祭が開催
東松島市の文化の祭典、市民文化祭が行われます。
お誘いあわせの上、ご来場をお待ちしています。
■展示の部 ・なるせ会場（小野地区体育館）

１１月５日（土）１０時～１７時
１１月６日（日）１０時～１６時

■舞踊の部 ・やもと会場（市コミセン）
１１月３日（木･文化の日）１０時～１６時

■音楽の部 ・やもと会場（市コミセン）
１１月６日（日）１０時～１７時

■芸能の部 ・なるせ会場（小野公民館）
１１月５日（土）１８時～２１時
１１月６日（日）１０時～１５時

■問 生涯学習課（内線２２３２）

平成18年成人式開催のご案内
■月日 平成１８年１月８日（日）
■時刻 未定（午後を予定）
■場所 未定（市コミセンまたは市民体育館）
■対象 昭和６０年４月２日生～昭和６１年４月１日生
■参加申し込み
出席希望の方は各行政区長さんにご連絡ください。申し込みいただ
いた新成人あてに、後日案内状（通知）を差し上げます。
※成人式実行委員も募集中です。ぜひご参加ください。
■問 生涯学習課（内線２２３２）

体育施設内でケガをすると見舞金が交付されます
本市では、市内の体育施設（公立小中学校体育施設の一般開放利用

を含む）でスポーツ活動中に負傷した方に対し見舞金を交付する制度
を新たに制定しました。
これは、従来、旧町においてそれぞれ加入していたスポーツ施設入
場者傷害保険に変わるもので、受傷の治療に要した通院および入院日
数に応じて下記の見舞金を交付するものです。

交付手続きには、下記の書類が必要となります。
①交付申請書
（スポーツ振興課、市民体育館、奥松島体育館備え付け）
②体育施設使用許可書の写し
③医療機関の領収書など通院・入院日数が確認できるもの
④そのほか必要書類
■問 スポーツ振興課　スポーツ施設係　内線２２４５

このコーナーでは、生涯学習や生涯スポーツなどに関するお
知らせをメインに市民の皆さんに提供していきたいと思います。

 1 ～ 5 日 

 6 ～10日 

11～15日 

16～20日 

21～30日 

通　　院 

  5,000円 

10,000円 

15,000円 

20,000円 

30,000円 

入　　院 

10,000円 

20,000円 

30,000円 

40,000円 

60,000円 

死　　亡 

 

 

100,000円 

地区名 

矢本全地区 

鳴瀬地区 

開催期日 

１１月２４日（木） 

１１月３０日（水） 

開催場所 

 

小野公民館 

開催時間 

１９：００ 

１９：００ 

市コミュニティセンター 
２階　　会議室 

種　　目 

コ ー ト 

ネ ッ ト 

登　　録 

プレー中 

男子の部 

ビニール 

８×１２ｍ 

２ｍ３０ｃｍ 

１２名まで 

８名 

女子の部 

ビニール 

８×１２ｍ 

２ｍ２０ｃｍ 

１２名まで 

８名 
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～知っ得情報～

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
現
在
の
状
況

市
内
の
市
営
住
宅
空
き
住
居

小
松
住
宅
　
１
戸（
簡
易
準
耐
火
･
３
Ｋ

）

■
受
付

１１
月
１４
日（
月
）〜
１８
日（
金
）

※
申
込
用
紙
と
し
お
り
は
、
１１
月

８
日（
火
）か
ら
担
当
課
で
配
布
し
、

必
要
書
類
が
そ
ろ
っ
た
時
点
で
受

付
、
応
募
多
数
の
場
合
は
後
日
抽

選
し
ま
す
。

■
申
込

建
設
課

■
問

建
設
課
庶
務
住
宅
係

1
内
線
１
２
５
５

臨
時
調
理
員
登
録
希
望
者
募
集

学
校
給
食
の
調
理
お
よ
び
洗
浄

作
業
を
職
務
内
容
と
す
る
臨
時
調

理
員
登
録
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
勤
務
時
間

○
１
日
５
時
間（
月
〜
金
曜
日
）

８
時
３０
分
お
よ
び
９
時
か
ら
の

１
週
間
交
替
制

○
１
日
３
時
間（
月
〜
金
曜
日
）

１３
時
３０
分
か
ら

※
学
校
の
春
･
夏
･
冬
休
み
お
よ

び
土
日
祝
祭
日
は
休
み

■
賃
金

時
給
　
７６０
円

■
年
齢

３０
歳
か
ら
４５
歳

※
東
松
島
市
矢
本
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
エ
リ
ア
内
居
住
者

■
申
込
締
切

１１
月
１８
日（
金
）

※
矢
本
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
履

歴
書（
写
真
貼
付
）持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
後
日
面
談
を
し
ま
す
。

■
問

東
松
島
市
矢
本
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
　
1
８２
‐
６
３
９
９

平
成
１８
年
度
市
立
保
育
所

入
所
児
童
募
集

平
成
１８
年
度
４
月
入
所
児
童
の

募
集
を
し
ま
す
。
入
所
希
望
の
方

は
児
童
同
伴
の
上
希
望
す
る
保
育

所
で
下
記
期
間
中
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
入
所
に
は
両

親
が
働
い
て
お
り
、
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
な
ど
の
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
定
員
　
矢
本
東
保
育
所
　
８０
人

1
８２
‐
２
１
０
１
　

矢
本
西
保
育
所
　
６０
人

1
８２
‐
２
５
０
４
　

大
曲
保
育
所
　
　
６０
人

1
８２
‐
３
２
８
４
　

大
曲
浜
保
育
所
　
６０
人

1
８２
‐
２
３
３
４
　

赤
井
北
保
育
所
　
６０
人

1
８２
‐
６
３
９
６
　

赤
井
南
保
育
所
　
７０
人

1
８２
‐
４
０
１
９
　

大
塩
保
育
所
　
　
６０
人

1
８２
‐
２
２
０
５
　

牛
網
保
育
所
　
　
６０
人

1
８７
‐
２
１
４
３

野
蒜
保
育
所
　
　
９０
人

1
８８
‐
２
０
３
０
　

小
野
保
育
所
　
　
６０
人

1
８７
‐
３
１
１
０

人
権
擁
護
委
員
再
任

平
成
１７
年
１０
月
１
日
付
で
法
務

大
臣
よ
り
佐
藤
多
喜
子
さ
ん
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
絶
え
ず
見
守
り
、
も
し

人
権
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
相
談

相
手
に
な
っ
て
そ
の
救
済
を
図
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め

る
こ
と
な
ど
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。毎

日
の
生
活
の
中
で
、
人
権
問

題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
し
た

と
き
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
相
談

さ
れ
た
こ
と
は
一
切
秘
密
に
扱
わ

れ
ま
す
。

「
多
く
の
悩
め
る
人
の
相
談
に
の
っ
て
少

し
で
も
地
域
に
貢
献
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。」

募
　
集

佐藤 多喜子さん
（筒　場）

■
受
付

１１
月
２８
日（
月
）〜
３０
日（
水
）

■
時
間

８
時
３０
分
〜
１８
時

※
通
帳
番
号
の
わ
か
る
も
の
と
そ

の
銀
行
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

大
塩
、
牛
網
、
野
蒜
、

小
野
保
育
所
は
お
お
む
ね
生
後

６
ヵ
月
か
ら
、そ
の
他
の
保
育
所

は
満
１
歳
か
ら
入
所
で
き
ま
す
。

・
１９
時
ま
で
の
時
間
延
長
保
育
は

矢
本
東
、
赤
井
南
、
大
曲
、
牛

網
保
育
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問

福
祉
課
　
内
線
１
１
８
６

自
衛
隊
員
な
ど
募
集

自
衛
隊
生
徒

■
募
集
人
員

陸
　
約
２
５
０
人

海
　
約
　
６
０
人

空
　
約
　
５
０
人

■
資
格

中
卒（
見
込
含
）１７
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

１１
月
１
日
〜
１８
年
１
月
１０
日

■
１
次
試
験

１８
年
１
月
１４
日

■
入（
校
）隊

１８
年
４
月
上
旬

■
待
遇
・
そ
の
他

修
学
年
限
４

年
卒
業
時
３
等
陸
・
海
・
空
曹

貸
費
学
生

■
募
集
人
員

陸
・
海
・
空
　
約
　
１０
人

■
資
格

大
学
理
学
部
・
工
学
部

の
３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院

修
士
課
程
在
学｛
正
規
の
修
業

年
限
を
終
わ
る
年
の
４
月
１
日

現
在
で
２６
歳
未
満（
大
学
院
修

士
課
程
在
学
者
は
２８
歳
未
満
）｝

■
受
付
期
間

１２
月
１
日
〜
１８
年
１
月
１９
日

■
試
験

１８
年
２
月
５
日

■
合
格
発
表

１８
年
４
月
下
旬

■
入（
校
）隊

卒
業（
終
了
）後

■
待
遇
・
そ
の
他

４
月
分
か
ら

正
規
の
修
業
年
限
を
終
わ
る
月

ま
で
毎
月
５
３
、０
０
０
円
貸
与

2
等
陸
・
海
・
空
士（
男
子
）

■
募
集
人
員
　
陸
　
約
５
、２
９
０
人

海
　
約
１
、０
２
０
人

空
　
約
１
、６
３
０
人

■
資
格

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
方

■
受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す
。

■
試
験

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
入（
校
）隊

採
用
予
定
通
知
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
待
遇
・
そ
の
他

陸
上（
技
術
を

除
く
）は
２
年
・
海
上
・
航
空
は

３
年
を
１
任
期
と
し
て
任
用

（
以
降
２
年
を
１
任
期
）

■
問

自
衛
隊
宮
城
地
方
連
絡
部

石
巻
事
務
所
　
1
８３
‐
６
７
８
９

マ
ジ
ラ
ブ
パ
ー
テ
ィ
2
0
0
5

参
加
者
募
集

■
開
催
場
所

ヌ
ー
ベ
ル
菊
亭

■
開
催
日

１１
月
１３
日（
日
）

■
開
催
時
間

１４
時
〜
１７
時

■
応
募
資
格

４５
歳
ま
で
の
独
身
男
性

４０
歳
ま
で
の
独
身
女
性

■
応
募
数

男
女
各
２０
人

■
参
加
費

男
性
４
、０
０
０
円

女
性
２
、０
０
０
円

■
主
催

東
松
島
市
商
工
会
青
年
部

■
問

東
松
島
市
商
工
会

1
８２
‐
２
０
８
８
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ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

参
加
者
募
集

空
気
の
入
っ
た
棒
で
打
ち
合
う

安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
チ

ャ
ン
バ
ラ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

１１
月
１２
日（
土
）

１０
時
〜
１２
時

※
毎
週
土
曜
が
練
習
日

■
場
所

市
民
体
育
館

■
問

大
友
信
義
　
1
８３
‐
２
８
１
０

東
松
島
市
誕
生
記
念

秋
の
旬
感
ま
る
か
じ
り
ツ
ア
ー

実
り
の
秋
を
迎
え
ま
す
。
そ
ん

な
秋
の
一
時
を
東
松
島
市
の
自
然

に
触
れ
癒
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
で

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

１１
月
２６
日（
土
）･
２７
日（
日
）

１
泊
２
日
　
９
時
か
ら

■
集
合
場
所

奥
松
島
公
社
嵯
峨
渓
遊
覧
船
乗
場

■
参
加
対
象
者

２
名
以
上
で
参

加
で
き
る
方
先
着
５０
人

■
参
加
者
負
担
金

大
　
人
　
１
０
、０
０
０
円

子
ど
も
　
　
８
、５
０
０
円

■
応
募
締
切

１１
月
１５
日（
火
）

■
注
意
事
項

洋
上
体
験
が
あ
り

ま
す
の
で
天
候
に
よ
り
防
寒
具
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問

奥
松
島
体
験
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
務
局
　
1
５５
‐
４
１
４
１

１１
月
１１
日（
金
）〜
１７
日（
木
）は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

１１
日
か
ら
１７
日
は「
税
を
考
え
る

週
間
」で
す
。
こ
の
期
間
に
行
わ
れ

る
主
な
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
租
税
教
育
実
践
発
表
会（
石
巻
地
区
）〉

■
日
時

１１
月
１１
日（
金
）

１３
時
３０
分
〜

■
会
場

石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館

〈
国
税
モ
ニ
タ
ー
と
の
座
談
会
〉

■
日
時

１１
月
１５
日（
火
）

１３
時
３０
分
〜

■
会
場

石
巻
税
務
署

〈
納
税
表
彰
式
〉

■
日
時

１１
月
１６
日（
水
）

１４
時
〜

■
会
場

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〈
租
税
教
育
実
践
発
表
会（
東
松
島
地
区
）〉

■
日
時

１１
月
１７
日（
木
）

１３
時
３０
分
〜

■
会
場

東
松
島
市
小
野
公
民
館

■
問

石
巻
税
務
署
総
務
課

1
２２
‐
４
１
５
１

年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
は
、
毎
月
の
給
料
や

ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
し
た
所

得
税
と
、
１
年
間
の
給
与
総
額
に

対
す
る
年
税
額
と
の
差
額
を
清
算

す
る
も
の
で
、
給
与
所
得
者
に
と

っ
て
は
確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切

な
手
続
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
年
末
調
整
説

明
会
を
今
年
も
左
記
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
会
場

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー

■
日
時

１１
月
２２
日（
火
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時

■
会
場

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
日
時

１１
月
３０
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜
１６
時

■
対
象
徴
収
義
務
者

本
店
法
人
、

支
店
法
人
、
官
公
庁
、
公
益
法

人
、
個
人
白
色
申
告
者

■
問

石
巻
税
務
署
　
1
２３
‐
８
１
５
６

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

公
立
深
谷
病
院
で
は
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
の
感
染
を
予
防
す
る

た
め
左
記
の
と
お
り
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
公
立
深
谷
病

院
受
付
窓
口
ま
た
は
、
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
　

１２
月
２８
日（
水
）ま
で

■
接
種
期
間

１２
月
２８
日（
水
）ま
で

平
成
１８
年
１
月
４
日（
水
）〜

１
月
１３
日
（
金
）ま
で

■
接
種
時
間

８
時
３０
分
〜
１７
時
０５
分

■
接
種
料
金

１
回
２
、５
０
０
円

■
問

公
立
深
谷
病
院
　
診
療
支
援

部
　
医
事
課
　
1
７３
‐
２
１
１
１

お
知
ら
せ

国勢調査ただいま集計中国勢調査ただいま集計中
調査票へのご記入　ありがとうございました調査票へのご記入　ありがとうございました
皆さんの調査票は、厳重な管理の下、集計中です。
国勢調査の結果は、少子高齢化社会への取組みや皆さんのまちづくりに生かされます。

■問　企画調整課　企画統計係　内線1236
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■
会
場

大
曲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

石
巻
税
務
署

1
２３
‐
８
１
５
２

１１
月
9
日（
水
）か
ら
１５
日（
火
）は

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

石
巻
地
区
広
域
消
防
で
は
、
平

成
１７
年
火
災
抑
止
運
動「
住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
　
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気

が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
と
い
っ

た
気
象
条
件
の
た
め
に
火
災
が
発

生
し
や
す
く
発
生
し
た
と
き
の
被

害
も
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
一
人
ひ

と
り
が
防
火
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

東
松
島
市
で
は
、
９
月
３０
日
現

在
１５
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
気
・
器
具
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、住
宅
か
ら
の
火
災
を
防
止
し
、

大
切
な「
い
の
ち
」を
火
災
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

〈
平
成
１７
年
度
火
災
抑
止
運
動
〉

「
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
　

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

3
つ
の
慣
習

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
報
知
機
な
ど
の
設
置

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

■
問

矢
本
消
防
署
　
1
８２
‐
２
１
４
７

み
や
ぎ
手
帳
・
農
業
日
誌
な
ど
の

予
約
受
付
開
始

み
や
ぎ
手
帳
な
ど
を
１１
月
下
旬

発
売
予
定
で
す
。
購
入
希
望
の
方

は
１１
月
１０
日
ま
で
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
み
や
ぎ
手
帳（
大
型
版
５
０
０
円
）

●
農
業
日
誌

（
Ｂ
６
版
予
約
特
価
１
、４
０
０
円
）

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

（
Ｂ
５
版
予
約
特
価
１
、４
０
０
円
）

●
新
農
家
暦

（
Ａ
５
版
予
約
特
価
４
６
０
円
）

■
問

企
画
調
整
課
　
企
画
統
計
係

内
線
　
１
２
３
６
・
１
２
３
７

第
１０
回
み
や
ぎ
県
民
文
化
祭
開
催

宮
城
県
文
化
協
会
連
絡
協
議
会

で
は
、
宮
城
県
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
芸
術
活
動
を
全
県
的
な
規
模

で
発
表
す
る「
み
や
ぎ
県
民
文
化

祭
」を
開
催
し
ま
す
。

第
１０
回
目
と
な
る
今
年
は
、「
こ

も
れ
び
の
降
る
丘
か
ら
新
た
な
風

が
」を
テ
ー
マ
に
、
色
彩
豊
か
な

芸
術
文
化
を
、
展
示
部
門
・
ス
テ

ー
ジ
部
門
で
発
表
し
ま
す
。

■
期
間

１１
月
１９
日（
土
）〜
２０
日（
日
）

■
場
所

石
巻
市
遊
学
館（
旧
河
南
町
）

■
内
容

・
展
示
部
門

県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦
さ

れ
た
書
、
絵
画
、
写
真
な
ど
を
展

示
し
ま
す
。特
設
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

石
巻
地
方
の
特
色
あ
る
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

・
ス
テ
ー
ジ
部
門

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
演
舞
・
音
楽
活

動
を
中
心
に
発
表
し
ま
す
。

１１
月
１９
日（
土
）
邦
楽
・
邦
舞

（
日
本
舞
踊
・
民
謡
な
ど
）１０
時
３０
分
〜

１１
月
２０
日（
日
）
洋
楽
・
洋
舞

（
ジ
ャ
ズ
・
ダ
ン
ス
な
ど
）１０
時
〜

■
入
場
料

無
料

■
問

第
１０
回
み
や
ぎ
県
民
文
化

祭
実
行
委
員
会
事
務
局

1
２２
‐
４
６
８
９

県
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

手
術
後
の
日
常
生
活
に
つ
い
て

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

手
術
後
の
生
活
の
仕
方
や
、
が
ん

治
療
の
最
新
情
報
に
つ
い
て
講
演

会
を
実
施
し
ま
す
。
ご
家
族
の
方

や
関
心
の
あ
る
方
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時

１１
月
２４
日（
木
）

１３
時
３０
分
開
場

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
講
演

（
1
）
１４
時
〜
１５
時

演
題
「
が
ん
治
療
の
最
新
情
報
〜

支
持
治
療
に
つ
い
て
〜
」

演
者

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

院
長

松
田
堯た

か
し

氏

（
2
）
１５
時
〜
１６
時

演
題
「
大
腸
が
ん
の
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
〜
手
術
後
の
ケ
ア
も
含

め
て
〜
」

演
者

宮
城
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

総
合
外
科
科
長
　
椎
葉
健
一
氏

■
参
加
費

無
料

■
問

健
康
推
進
課
　
内
線
３
１
０
４

ゆ
ぷ
と
か
ら
の
お
知
ら
せ

１１
月
２３
日（
水
）勤
労
感
謝
の
日

に
、
働
い
て
い
る
方
ま
た
は
今
ま

で
が
ん
ば
っ
て
働
い
て
こ
ら
れ
た

６９
歳
ま
で
の
方
々
を
対
象
と
し
て
、

プ
ー
ル
利
用
促
進
も
か
ね
て
、
プ

ー
ル
・
浴
室
利
用
料
金
を
通
常
の

半
額
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
プ
ー
ル
・
浴
室
料
金（
大
人
）

通
常
８００
円→

４００
円
（
プ
ー
ル
の

み
・
浴
室
の
み
の
利
用
も
可
）

※
未
成
年
の
方
で
も
就
労
さ
れ
て

い
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
体
育
室
の
利
用
、
回
数
券
、
定

期
券
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
勤
労
感
謝
の
日
は
祝
日
の
た
め

に
通
常
営
業
を
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
代
わ
っ
て
翌
日
２４
日（
木
）が

休
館
日
と
な
り
ま
す
。

■
問

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
ゆ
ぷ
と

1
８４
‐
３
８
５
５

消
費
税
の
記
帳
、
準
備
は

進
ん
で
い
ま
す
か
？

平
成
１７
年
分
の
確
定
申
告
で
は
、

平
成
１５
年
度
の
改
正
消
費
税
法
に

よ
り
、
多
数
の
事
業
者
が
新
規
課

税
事
業
者
に
な
り
、
消
費
税
申
告

を
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
実
務
に
即
し
た

消
費
税
の
説
明
会
を
、
本
年
も
９

月
よ
り
石
巻
税
務
署
ほ
か
、
石
巻

商
工
会
議
所
、
各
商
工
会
な
ど
各

団
体
主
催
･
石
巻
税
務
署
共
催
で

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

説
明
会
で
は
、
消
費
税
の
仕
組

み
、
売
上
・
経
費
な
ど
の
記
帳
の

仕
方
や
一
般
課
税
制
度
お
よ
び
簡

易
課
税
制
度
に
お
け
る
計
算
方
法

に
つ
い
て
、
記
載
例
な
ど
を
参
考

に
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

課
税
事
業
者
の
方
で
、
課
税
、

非
課
税
な
ど
の
区
分
や
計
算
方
法

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
や

自
分
で
消
費
税
の
申
告
書
作
成
を

考
え
て
い
る
方
な
ど
は
、
こ
の
機

会
に
説
明
会
で
勉
強
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

説
明
会
は
、
次
の
日
程
で
開
催

さ
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
石
巻
税
務
署
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

■
日
時

１１
月
１７
日（
木
）

１３
時
３０
分
〜
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～知っ得情報～

組
合
事
務
所
の
裏
側
の
土
地
で
、

陸
前
小
野
駅
か
ら
約
２００
ｍ
、
徒
歩

で
約
３
分
で
す
。

■
問

小
野
駅
前
土
地
区
画
整
理

組
合
　
1
８６
‐
１
３
２
２

J
R
線
路
沿
線
で

除
草
剤
散
布
を
行
い
ま
す

列
車
の
安
全
運
行
お
よ
び
関
係

設
備
の
適
正
な
管
理
を
行
う
目
的

と
し
て
、
除
草
剤
散
布
を
実
施
し

ま
す
。

慎
重
に
散
布
し
ま
す
の
で
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
散
布
範
囲

仙
石
線
　
陸
前
小
野
〜
蛇
田

■
散
布
期
間

１１
月
１
日（
火
）〜
１２
月
１５
日（
木
）

■
問

東
日
本
旅
客
鉄
道
1
小
牛

田
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
　

1
０
２
２
９
‐
３３
‐
３
２
３
２

自
殺
予
防「
い
の
ち
の
電
話
」

「
電
話
し
て
よ
か
っ
た
と
思
う
日
が

き
っ
と
く
る
」

あ
な
た
の
心
の
苦
し
さ
を
、
お

話
く
だ
さ
い
。

■
期
間

１２
月
１
日（
木
）０
時

〜
７
日（
水
）２４
時
ま
で

■
主
催

日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟

社
会
福
祉
法
人
い
の
ち
の
電
話

■
電
話
番
号（
２４
時
間
無
料
）

０
１
２
０
‐
７
３
８
‐
５
５
６

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

悩
み
、
ま
た
は
痴
呆
や
精
神
疾
患

で
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日

１２
月
７
日（
水
）

１４
時
〜
１７
時

■
担
当
医

こ
だ
ま
ホ
ス
ピ
タ
ル

虎
岩
　
武
志
　
先
生

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

■
問

福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
１
１
７
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト（
イ
レ
・
ウ
ロ
）

無
料
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

■
日
時

・
イ
レ
の
部
　
１１
月
１２
日（
土
）

１３
時
〜
１６
時

・
ウ
ロ
の
部
　
１１
月
２６
日（
土
）

１３
時
〜
１６
時

■
場
所

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ

第
２
研
修
室（
１０
階
）

■
対
象

県
内
の
イ
レ
オ
ス
ミ

ー
・
ウ
ロ
ス
ト
ミ
ー（
人
工
肛

門
・
人
口
膀
胱
保
有
者
）お
よ

び
家
族

■
内
容

術
後
の
ケ
ア
、補
装
具
、

福
祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て

■
問

6
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

宮
城
県
支
部
　
1
０
２
２
８
‐

３２
‐
４
２
３
４

国
・
地
方
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
相
談

行
政
困
り
ご
と
受
付
ま
す
！
役

所（
国
・
県
・
市
町
村
）や
郵
政
公

社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事
に
つ
い

て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
聴

き
し
ま
す
。

■
内
容

道
路
、
年
金
、
医
療
、

老
人
保
健
、
福
祉
、
交
通
安
全
、

登
記
、
解
雇
、
消
費
者
保
護
な

ど
■
日
時

１１
月
１７
日（
木
）

１３
時
〜
１６
時

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
問

東
北
管
区
行
政
評
価
局
行

政
相
談
課
　
1
０２２
‐
２６２
‐
７
８

３
９

東名地区に

共同かき処理場
が完成

このたび、約３カ月の工期を経て、
東松島市大塚字長浜に東名共同かき処
理場が完成しました。これは、長年の
使用により建物の老朽化がすすみ、衛
生的にも改良が望ましいとのことか
ら、鳴瀬町漁業協同組合が事業主体と
なって、作業場の省力化および機能性
の高い共同処理施設とすることを目的
に改築したものです。
今回完成した共同かき処理場は、敷
地面積約７,５００gに処理場棟、休憩棟、
機械室、沈殿槽などのある、鉄骨造一
部木造で、茶を基調とした清潔感ある
造りとなっています。
また、新たに導入された圧密ろ過装
置は、Ｏ‐１５７をも通さないろ過性能を
持っています。
今回の改築により、食の安全性の向
上がなお一層期待されます。

相
　
談

共
生
園「
野
菜
ま
つ
り
」開
催

■
日
時

１１
月
２７
日（
日
）

１０
時
〜
１５
時

■
場
所

共
生
園

■
内
容

野
菜
の
販
売
、
各
種
加

工
食
品
・
軽
食
の
販
売
、バ
ザ
ー

※
バ
ザ
ー
用
品
の
献
品
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
も
の
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問

共
生
園
　
1
８７
‐
２
３
５
３

区
画
整
理
地
内
一
部
を

無
料
駐
車
場
開
放
し
て
い
ま
す

小
野
駅
前
土
地
区
画
整
理
組
合

で
は
、
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
を
利
用
さ
れ

る
方
々
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
土

地
区
画
整
理
地
内
を
無
料
駐
車
場

と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

無
料
駐
車
場
と
し
て
提
供
さ
れ

て
い
る
場
所
は
、
土
地
区
画
整
理
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70歳からの医療が変わります!!
〈国保と老人保険制度〉

〈お医者さんにかかるときの負担…〉
次の一部負担金を支払うだけで、医療をうけられます。

・低所得Ⅱとは、世帯主および世帯全員が住民税非課税の
人。

・低所得Ⅰとは、世帯主および世帯全員が住民税非課税で、
かつ各種収入などから必要経費・控除を差し引いた所得
が０円となる人。

・一定以上所得者とは、課税所得（各種控除後）が年額１４５
万円以上の７０歳以上の人または老人保健対象者、および
同世帯７０歳以上の人または老人保健対象者［該当者の年
収が６２１万円未満（対象者１人では４８４万円未満）の場合は、
申請により１割負担となります。］

※国保で医療を受ける人は、世帯の国保加入者全員と読み
かえます。
■問 保険課　内線１１５１・１１５２

今月　国民年金保険料の控除証明書が郵送されます。
国民年金保険料は社会保険料控除の対象です。
～申告の際には控除証明書を添付してください～

所得税法の改正に伴い、平成１７年中に納めた国民年金保
険料について社会保険料控除を受けるためには、年末調整
や確定申告の際に国民年金保険料の納付を証明する書類な
どを添付することが義務付けられました。
平成１７年１月から９月までの間に国民年金保険料を納め

た方を対象に、１１月上旬に社会保険業務センターから｢社
会保険料（国民年金保険料）控除証明書｣が郵送されますの
で、年末調整や確定申告の際にはこの証明書を申告書に添
付してください。
なお、ご家族の国民年金保険料を納めた場合にも社会保

険料控除を受けられます。この場合には、ご家族に送られ
た控除証明書を添付のうえ申告してください。
■問 石巻社会保険事務所　1２２‐５１１５
10月31日より全国共通電話番号

｢ねんきんダイヤル｣が設置されました！
・｢ねんきんダイヤル｣は、全国の年金電話相談センターな
どのうち回線の空いているところに繋いで、効率的にお
客様からの年金相談に対応させていただきます。

・通話料金は一般の固定電話の場合、接続先にかかわらず
市内通話料金でご利用いただけます。

・ＰＨＳなど電話機によってはご利用になれません。
・｢ねんきんダイヤル｣は、年金請求や年金を受けている方
からの電話相談となりますので、国民年金保険料の納付
関係の問い合わせへの対応は最寄りの社会保険事務所を
ご利用ください。

■受付時間 ８：３０～１７：００（土・日・祝日を除く）
■問 年金請求などの年金相談　　　　1０５７０‐０５‐１１６５

年金を受けている方の年金相談　1０５７０‐０７‐１１６５

ヤ ミ 金 融 に金 融 に ご 注 意注 意！！ ヤ ミ 金 融 に金 融 に ご 注 意注 意！！ ヤ ミ 金 融 に ご 注 意！！ 

東松島市消費生活相談窓口　1８２‐１１１１ 内線１１２９・２１０５問

安
い
!!
 

※誕生日の翌日（１日が誕生日の人はその月）から対象となります。

お医者さんに 
かかるときは 

対象となる人 

70歳以上で国保で医療をうける人 老人保険制度で医療をうける人 

・国保の一般加入者お 
　よび退職者医療制度 
　の対象者で７０歳～７４ 
　歳の人（誕生日が昭和 
　７年１０月１日以降の 
　人） 

・７５歳以上の人 
・一定の障害のある６５ 
　歳以上の人 
・誕生日が昭和７年９ 
　月３０日以前の人 
 

保険証と国民健康保険 
高齢受給者証を窓口に 
提示します。 

保険証、医療受給者証 
を窓口に提示します。 

安易な借り入れが取り返しのつかない事態を
招きます。
ダイレクトメールや投げ込みチラシによる甘

い誘惑には十分気をつけましょう。

ヤミ金融とは、正規の登録を行っていない金融業者のことです。もし借りた場合、１０日で５割、７割と
いったとても高い金利での貸付や時間を無視した本人、親戚、会社にまでの暴力的な取立てが行われ、社
会生活をめちゃくちゃにされてしまいます。
チラシを見て電話をかけただけでも、借り入れを強要されたり、その後電話やダイレクトメールが殺到

するようになります。

｢○○万円まで融資できます。年利は３％です｣

あたかも物凄く金利が安いと思い込ませ、申し込
むと｢手数料｣｢保証金｣などと言って振り込ませます。
入金するとまた別の名目で振り込ませようとします。
おかしいと思って中止してもお金は戻ってきません。

●お金を借りる時は…
● 借金は返済計画を立ててからにしましょう！
● 業者は慎重に選びましょう～誇大広告に注意！～
● 返済する時はその度に受領書を受け取り、保管しま
しょう

●ヤミ金融被害にあったら早めに下記に相談しましょう

一般低所得Ⅱ・Ⅰ 1割負担 → 一定以上所得者 2割負担 → 
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■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■クリスマスお遊戯
会(はなぶさ幼) 
 

■図書館休館日 

■犬･猫引き取り日 
　(9:50～10:00 
　10:00～10:30　　　) 
■固定資産税第3期･
国民健康保険税第
5期･介護保険料第
5期納期(～30日) 
■市教育研究会一斉授業研究会  
■持久走記録会(野蒜
･宮戸小） 

■おはなし会 
　　　15:00 
■更別村友好姉妹都
市締結調印式 
　16:00～ 
■七五三詣り、母親
教室(鳴瀬幼)  
■職場訪問(はなぶさ幼) 
■13歳の社会への架け
橋事業(鳴瀬二中)

■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■教育相談 10:00～ 
■機能訓練 　  9:30 
■避難訓練(矢本東小) 
■就学時健診(大塩小) 
■ふるさと教室(小野･浜
市小４年生～９日） 

■鮭の増殖(野蒜小４年生)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■持久走記録会(赤井小) 
■収穫祭(赤井小) 
■ふるさと教室(野蒜小･
宮戸小は～11日) 

■七五三参拝(のびる幼) 
■保育参観日(はなぶ
さ幼)  
■体育教室(中央幼)

■おはなし会　 
　11:00　15:00 
■なかよし音楽会(矢
本地区小中学校) 
■持久走大会(浜市小) 
■就学時健診(野蒜小) 
■宮戸っ子祭り(宮戸小) 
 
■私立幼稚園平成18
年入園願書受付 

■生活相談 
　野蒜公民館  10:00 
■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■教育相談10:00～ 
■就学時健診(小野小) 
■人形劇鑑賞会(大曲
幼、大曲･大曲浜保) 

■市立幼稚園平成18
年度入園願書受付 

 
 
 
 
 
 
■新入園児面接日(鳴
瀬幼) 
■保育参観日(矢本東
保～４日)

■図書館休館日 
■第３回東松島旬の市ふれ
愛タウン小野駅前　9:00 
 
■年長児体育教室(中
央幼) 
■総合避難訓練(矢本
西保) 
■お母さん先生実施
(大塩保)

日 ～SUN～ 月 ～MON～ 火 ～TUE～ 水 ～WED～ 木 ～THU～ 金 ～FRI～ 土 ～SAT～ 

…市民体育館 
…赤井地区体育館 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ …テニスコート 

体育施設一般開放日 お問い合わせはこちら 

日時を変更する場合 
があります。お問い 
合わせは、スポーツ 
振興課（鳴瀬庁舎内） 
まで　　82-1111

市
役
所
ほ
か 

コ
ミ
セ
ン 

体
育
施
設 

…市役所 82-1111 
…鳴瀬総合支所 87-3111 
…矢本保健相談センター 82-1123 
…鳴瀬保健相談センター 82-1111 
…老人福祉センター 83-2851 
…矢本子育て支援センター 84-2676 
…鳴瀬子育て支援センター 82-1111 
…東松島市図書館 82-1120 
…奥松島縄文村歴史資料館 88-3927 
…蔵しっくパーク 84-1770

役 

老 

図 

蔵 

鳴総 
矢保 
鳴保 

矢子 
鳴子 

縄文 

…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-6969 
…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 82-5965 
 
…市民体育館 82-9030 
…赤井地区体育館 82-6803 
…矢本運動公園 82-6804 
…鷹来の森運動公園 82-1101 
…奥松島運動公園 
　　　(バウンズ88含む) 88-4588 
…健康増進センター 84-3855

曲コ 

赤体 

東コ 

市体 

矢運 

奥運 
鷹来 

健増 

■図書館休館日 
■避難訓練(大塩小) 
■工場見学(野蒜小３年生) 
■職場体験(矢本二･
鳴瀬一･鳴瀬二中
～11日） 
■誕生会(はなぶさ幼) 
■焼き芋会(矢本西保)

■図書館休館日 
■持久走記録会(矢本
東小　～15日) 
■鳴瀬二中体験入学(宮戸小) 
■教育相談(矢本一中 ～22日） 
■小中交流会(矢本二中) 
 
■七五三祝集会(はなぶ
さ幼、大曲保、牛網保) 
■誕生会(大塩保） 

■生活相談 
　小野公民館  10:00 
■市民課窓口延長 
　(～19:00) 
■教育相談10:00～ 
■市内巡回作品展(矢
本東小　～21日） 
■就学時健診(大曲･
宮戸小) 
■避難訓練(浜市小) 

■図書館休館日 ■機能訓練  　  9:30 
■鳴瀬総合支所窓口
延長(～19:00) 
■教育相談 10:00～ 
■就学時健診(矢本東
小) 
■収穫感謝祭(矢本幼) 
■２歳児教室(鳴瀬幼) 
 

■図書館休館日 
■市立保育所平成18
年度入所申込受付 
■校内造形展(大曲小
～30日)  
■全学年三者面談(鳴
瀬一中～12月６日） 
■三者面談(鳴瀬二中
～12月５日） 

■学習参観日(大曲小)

図 

図 

図 

11月1日～12月3日 

■学芸会(赤井南小) 
■川端英子さんの仙
台弁で語るグリム
童話　　  14:00～ 

■｢夢追いかけて｣上
映会　(9:00～、
13:00～) 
 
■中学校訪問(鳴瀬一
･鳴瀬二中) 
■入学説明会(小野･
浜市小児童･保護
者対象） 
■避難訓練(大曲幼)

 

 

■小野小祭り 
■不老園訪問(宮戸小
1･2年生) 
■ちびっこクラブ(中央幼) 
■移動体育教室･ちび
っこクラブ(大曲幼) 

■総合避難訓練(赤井
南保)

■おはなし会 
　　　15:00 
■第２回お誕生会(鳴
瀬幼)

■生活相談 
　　　10:00 
■無料人権相談 
　　　10:00 
■就学時健診(赤井南小) 
■鳴瀬二中見学会(野蒜小) 
■13歳の社会への架け
橋事業(鳴瀬一中） 

■七五三お祝会、祖父
母参観日(小野保)

■おはなし会 
　　　15:00 
■学習発表会(矢本西小) 
■大塩祭り(大塩小) 
■東松島市企業立地
講演会　　 13:00  
■おかえりなさいナ
ノバブル展 
　　　  9:00～17:00 
　(～13日） 

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■国･地方ワンストップ
総合相談(　　13:00～) 

■防災避難訓練(矢本
二･鳴瀬二中) 
■誕生会(のびる幼)  
■大根ぬき大会(鳴瀬幼) 
■おはなし会 
　11:00　15:00

■就学時健診(赤井･
浜市小) 
■避難訓練(宮戸小) 
■総合避難訓練(中央
幼) 
 
  
■英語ふれあい教室
(中央幼)

■おはなし会 
　　　15:00 
■保育参観日保護者
会(鳴瀬幼) 
 
 
  
■七五三お祝い、祖父
母感謝祭(野蒜保)

■囲碁将棋のつどい 
　　　10:00 
■個別懇談会(矢本西
小～12月２日) 

■三者面談(矢本二中
　～12月１日) 
■日韓友好の翼(韓国) 
　24日～27日 
■県民公開講座 
　( 　14:00～16:00)

■学習参観日(野蒜小) 
■誕生会(中央･大曲
幼) 
 

■秋まつり(野蒜小) 
■生活相談 
　　　10:00 
■図書館整理日 
 
 
 
■秋の旬感まるかじ
りツアー　9:00～ 
　嵯峨渓遊覧船乗り場 

■おはなし会 
　　　15:00 
■お遊戯会(大曲幼／
小野･野蒜保) 
■なかよし発表会(矢
本東･大曲浜･赤井
北･赤井南保) 
■おたのしみ発表会
(矢本西保)

■学習参観日(赤井･
小野小) 
 

■おはなし会 
　　　15:00 
■なかよし発表会(中
央幼) 
 

老 

コ 

コ 

老 
老 

図 

図 

図 

図 老 

コ 

コ 

図 鳴総 
矢保 

老 

老 

老 

老 

覚えててください。 
　飲酒運転は犯罪ということを…。 

自分や家族の人生を確実に狂わせる 
酒飲み運転は絶対禁止!!

　毎日の暮らしの中で起こるさまざ 
まな問題、暴力、いじめ、家庭問題 
などの相談を人権擁護委員が受け、 
解決のお手伝いを行います。相談は 
無料、秘密は厳守します。 
■日時　１１月１１日（金）　１０：００～１５：００ 
■場所　市コミュニティセンター 
■問　市民課　内線１１２１ 

無料人権相談  開設 

健増 

曲コ 

毎週木曜日は 

　図書館を夜間開館しています。（～19:00） 

A

A

A

A

A

C

A

A

A

CB

CB

CB
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矢本子育て支援センター 

 

矢本保健相談センター  
 

 

鳴瀬保健相談センター  

７カ月健康相談  

１０カ月健康相談  

赤 ち ゃ ん 相 談  

乳幼児健康相談  

麻しん予防接種  

乳幼児健康相談  

風しん予防接種  

三種混合予防接種 

平成１７年４月生 

平成１７年１月生 

妊産婦および生後３カ月程度までの赤ちゃん 

乳幼児および保護者の方 

平成１６年７月～９月生 

妊産婦・乳幼児および保護者の方 

生後１歳～７歳６カ月 

生後３カ月～７歳６カ月 

１１月２８日（月）　  ９：００～  ９：２０ 

１１月２８日（月）　１３：００～１３：２０ 

１１月 ８ 日（火）　  ９：３０～１１：３０ 

１１月１４日（月）　１３：３０～１５：３０ 

１１月１５日（火）　１３：００～１３：３０　 

１１月 ２ 日（水）　  ９：３０～１１：３０ 

１１月１０日（木）　１３：００～１３：３０　 

１１月１７日（木）　１３：００～１３：３０　 

会　　　場 行　　事 該　　当　　者 実施日時および受付時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢本保健相談センター  

 

１１月２１日（月） 

 

 

１１月２２日（火） 

 

 

１１月２４日（木）  

 

 

１１月２５日（金） 

 

 

１１月２８日（月） 

 

 

１１月２９日（火） 

 

 

１１月３０日（水） 

 

 

１２月 １ 日（木） 

 

 

１２月 ２ 日（金） 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　１０：００ 

１２：００　～　１２：３０ 

　８：００　～　　８：３０ 

　９：３０　～　　１０：００ 

１２：００　～　　１２：３０ 

上町三・駅前・上河戸一 

柳北・小分木 

関の内二・鹿妻一 

上河戸二・南四・南新二・柳上 

上町二・下町二 

河戸・大溜・五味倉 

下町三・上浜一・新川前・塩入 

関の内一・作田浦 

西新町・浜須賀・横沼東 

四反走・上小松・南二・南新一 

鹿妻二・中 

立沼・柳西 

前里・貝殻塚二・寺・南一 

下町一・道地 

上町一・沢田・南緑 

下小松・上納・裏・大島 

上河戸三・南浦官舎・手招 

貝殻塚一・下浜二・御下 

谷地・照井・八幡・表 

下町五・貝田・裏二 

下浦・前柳・裏一 

東大溜・上浜三・南五・柳下 

関の内三・小松台 

上河戸四・横沼二・上浜二・六槍 

北区官舎・筒場・高田・横関・南六 

下町四・横沼一 

横沼西・下浜一・中東・南三 

会　　場 実　施　日 受　　付　　時　　間 対　　象　　地　　区 

●健康相談・予防接種のお知らせ

●乳がん検診のお知らせ

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。該当者で転入された方、予診票が届かなかった方はご連絡ください。
◆乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。

検診申込者には、検診日時記載の受診票を送りします。ご都合により指定日に受診できない方は下記日程の都合の良い日に受診してく
ださい。また、申し込みをされている方で受診希望の方は健康推進課まで問い合わせください。

健康推進課保健予防係　内線３１０２・３１０９問
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平
成
１７
年
９
月
届
け
出
分

（
９
月
１
日
〜
９
月
３０
日
）

敬
称
略
・
希
望
者
の
み

掲
載
し
て
お
り
ま
す

ごご
結結
婚婚
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

おお
誕誕
生生
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

市の人口

（平成17年10月1日現在の住民基本台帳）

男　21,540人（＋14）
女　22,270人（－ 6）
計　43,810人（＋ 8）
世帯数　14,434戸（＋20）

（ ）内は前月比
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熊
　
谷
　
俊と
し

　

寿ひ
さ

石
巻
市
　
遠
　
藤
　
真ま

理り

子こ

行
政
区
　
　
氏
　
　
　
名

上
河
戸
一

佐
藤
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正ま
さ
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８５
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田
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児
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ひ
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享
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氏
　
名
　
　
保
護
者

（（（（

休日診療担当医院表
午前９時～午後５時まで

月 日 
医院名 医院名 医院名 電話 電話 電話 

小児科 矢本地区 鳴瀬地区 

伊東胃腸科内科 

佐々木内科 

うつみレディスクリニック 

わたなべ整形外科 

ししど内科クリニック 

きくべえクリニック 

82－6666 

82－6780 

84－2868 

84－2323 

83－8830 

83－7373

11/3(木） 

11/6(日） 

11/13(日） 

11/20(日） 

11/23(水） 

11/27(日） 

22－0208 

22－0820 

92－7651 

93－9693 

22－1714 

95－4121

 

 

 

鳴瀬中央医院 

 

佐 幸 内 科  

 

 

 

87－3853 

 

88－3737 

北川小児科医院 

堺小児科医院 

佐久間眼科小児科医院 

おおば小児クリニック 

田中小児科医院 

中山こどもクリニック 

※公立深谷病院1７３‐２１１１、石巻赤十字病院1９５‐４１３１、石巻市立病院1２３‐３２００は、２４時間体制で救急患者の診療にあたっています。診
療が必要な場合は、電話確認をしてから受診されますようお願いいたします。

「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」を

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
４４
回
　
い
き
い
き
健
康
講
座

今
回
は
日
本
テ
レ
ビ
系
列
の「
世

界
一
受
け
た
い
授
業
」や「
お
も
い

っ
き
り
テ
レ
ビ
」な
ど
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
に
多
数
出
演
経
験
の
あ
る

著
名
な
先
生
で
す
。

■
日
時

１１
月
２９
日（
火
）

○
入
場
開
始
　
午
後
６
時

○
講
演
　
１８
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

■
テ
ー
マ

「
笑
い
や
感
動
で
生
命
力
を
高
め
る
」

■
講
師

村
上
和
雄
　
先
生

（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

■
場
所

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
入
場

無
料

■
主
催

医
療
法
人
医
徳
会
真
壁
病
院

■
問

真
壁
病
院

1
８２
‐
７
１
１
１
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秋も少しずつ深まり、山々が紅葉に色づき始めたこの
時期、奥松島公園では、コスモスで作られたジュータン
が見ごろを迎えています。
色とりどりに咲いたコスモスは、そこを訪れる人を魅
了し、通りかかる人の足を止めます。コスモスを見る人、
カメラを向ける人、コスモスを背に走り回る子どもたち
など、天気の良い日にはたくさんの人たちが訪れます。
このコスモスは、平成１４年から植えられ始め、中下地
区の園芸農家の方々が中心となった中下ハウス組合（代
表：小山真也）によって整備されています。６,４００gに敷
き詰められるように咲いたコスモスは、赤・ピンク・
白・オレンジと色もさまざまで、見る人を飽きさせませ
ん。
１２月からはパンジーが植えられます。その前に今が見
ごろのコスモスをご覧になってはいかかでしょうか。

集いの場を色どる花たち 

奥松島公園コスモス 
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古紙配合率100％ 
再生紙を使用しています 

環境にやさしい植物性大豆油 
インキで印刷しています。 

編
集
室
か
ら

今
ま
で
幾
度
と
な
く
、
国
際
交

流
関
係
の
事
業
を
取
材
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
交
流
事
業
の
参
加
者
を
拝

見
し
て
も
、
初
め
は
言
葉
が
通
じ

ず
上
手
に
会
話
が
で
き
な
い
の
で

す
が
、
わ
り
と
短
い
時
間
で
、
親

し
い
間
柄
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

以
前
お
話
を
し
た
外
国
の
方
が

言
っ
て
い
ま
し
た
。「
正
し
い
会

話
は
必
要
な
い
。
話
そ
う
と
す
る

心
が
大
事
」と
。
交
流
を
通
じ
て

仲
良
く
な
る
人
々
の
共
通
点
は
こ

こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

菅
野

東
名
運
河
を
会
場
に
行
わ
れ
た

親
子
ハ
ゼ
釣
り
大
会
。
朝
早
く
か

ら
釣
り
糸
を
垂
ら
す
親
子
が
た
く

さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
ど
う
、釣
れ
て
る
？
」そ
う
、
参

加
し
て
い
た
女
の
子
に
話
し
か
け

る
と
満
面
の
笑
顔
で「
ほ
ら
っ
！
」

っ
と
釣
っ
た
ハ
ゼ
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
自
慢
げ
に
ハ
ゼ
を
見
せ

る
子
ど
も
を
温
か
く
見
守
る
そ
の

家
族
の
方
。
親
子
で
過
ご
す
一
日

っ
て
い
い
な
ぁ
、
と
餌
を
つ
け
ら

れ
な
い
担
当
は
参
加
を
羨う

ら
や

ま
し
く

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

尾
形

野蒜駅 

奥松島公園 

東名運河 

乗馬クラブ 
鳴瀬二中 

文 

野蒜保育所 

★ 

野
蒜
公
民
館 

仙石線 

○ 

←至宮戸 

←至大塚 至矢本→ 

まちの宝まちの宝 まちの宝まちの宝 まちの宝 


